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1 弥生時代の遺跡「登呂遺跡」で見つかった、当時のくらしを示すものは?

ア 水田や農具の跡 イ 自動車の跡 ウ 鉄道の跡 エ 城の跡 こたえ 

2 前方後円墳のような大きな古墳が作られたことからわかることは?

ア 人口が少なかったこと イ 強い力を持つ王や豪族がいたこと ウ 米が作れなかったこと

エ 文字がなかったこと こたえ 

3 縄文土器とくらべた、弥生土器の特 徴は?

ア 厚くてもろい イ 金属でできている ウまったく同じもの

エ 薄くてかたく、赤褐色をしている こたえ 

4 食べ物の残りかすや貝殻が捨てられて積もった跡を何という?

ア 古墳 イ 城跡 ウ 田んぼ エ 貝塚 こたえ 

5 縄文時代の人々が、海や川で使った、木をくりぬいて作った舟を何という?

ア 黒船 イ 遣唐使船 ウ 屋形船 エ 丸木舟 こたえ 

6 大きな古墳がさかんに作られたのは、何という時代?

ア 古墳時代 イ縄文時代 ウ 平安時代 エ 奈良時代 こたえ 

7 人や馬の形をしたはにわが作られたのは何時代?

ア縄文時代 イ 奈良時代 ウ 古墳時代 エ 弥生時代 こたえ 

8 縄文時代の人々は、どんな場所にムラをつくって住んだ?

ア 高い山の頂 上だけ イ 砂漠の中 ウ 水や食べ物が得やすい場所 エ 海の底

こたえ 

9 縄文時代の人々の 主な食 料の手に入れ方は?

ア 牧 場での飼育 イ 外国からの輸入 ウ 狩りや漁、木の実の採 集 エ 米作り

こたえ 

じょうもん やよい こふん じだい

やよい じだい いせき とろ いせき み とうじ しめ

すいでん のうぐ あと じどうしゃ あと てつどう あと しろ あと

ぜんぽうこうえんふん おお こふん つく

じんこう すく つよ ちから も おう ごうぞく こめ つく

もじ

じょうもん どき やよい どき とくちょう

あつ きんぞく おな

うす せきかっしょく

た もの のこ かいがら す つ あと なん

こふん しろあと た かいづか

じょうもん じだい ひとびと うみ かわ つか き つく ふね なん

くろふね けんとうし ふね やかたぶね まるきぶね

おお こふん つく なん じだい

こふん じだい じょうもん じだい へいあん じだい なら じだい

ひと うま かたち つく なにじだい

じょうもん じだい なら じだい こふん じだい やよい じだい

じょうもん じだい ひとびと ばしょ す

たか やま ちょうじょう さばく なか みず た もの え ばしょ うみ そこ

じょうもん じだい ひとびと おも しょくりょう て い かた

ぼくじょう しいく がいこく ゆにゅう か りょう こ み さいしゅう こめつく



10 弥生時代に大陸から伝わって広まったのは?

ア 仏 教 イ 自動車作り ウひらがな エ 米作り(稲作) こたえ 

11 古墳のまわりや上に並べられた土製の焼き物を何という?

アはにわ イ 銅 鏡 ウまが玉 エ 土偶 こたえ 

12 古墳の形のうち、上から見て丸い形のものを何という?

ア 方墳 イ 前方後円墳 ウ 円墳 エ 角墳 こたえ 

13 渡来人の多くは、どこから日本に移り住んだ?

ア 中 国や朝鮮半島 イオーストラリア ウアメリカ大陸 エヨーロッパ こたえ 

14 前方後円墳が、九 州から東北地方まで広く見られることから分かることは?

ア 各地で米が作れなかったこと イ 外国の王が日本を治めたこと

ウ 大和政権の力が各地に広がったこと エ縄文時代のくらしが続いたこと こたえ 

15 邪馬台国を治めたとされる女王は?

ア 卑弥呼 イ 北 条政子 ウ 清少納言 エ 紫式部 こたえ 

16 縄文時代の人々の間に、大きな身分の差はあった?

ア 王と家来にはっきり分かれていた イ武士と百 姓に分かれていた

ウ 貴族がむらを治めていた エ 大きな差はなかったと考えられている こたえ 

17 縄文土器は、主に何に使われた?

ア祭りで鳴らす イ 食べ物を煮たり、たくわえたりする ウ 古墳のまわりに並べる

エ 稲の穂をつみ取る こたえ 

18 卑弥呼は、どのようにして国を治めたと伝えられる?

ア 鉄砲で戦って イ 大きな船で貿易して ウうらないやまじないで人々を従えた

エ 選挙で選ばれて こたえ 

19 地面をほって、昔の人のくらしの跡や道具を調べることを何という?

ア 発掘調査 イ 世論調査 ウ 国勢調査 エ 交通 量 調査 こたえ 

やよい じだい たいりく つた ひろ

ぶっきょう じどうしゃ つく こめつく いなさく

こふん うえ なら どせい や もの なん

どうきょう たま どぐう

こふん かたち うえ み まる かたち なん

ほうふん ぜんぽうこうえんふん えんふん かくふん

とらいじん おお にほん うつ す

ちゅうごく ちょうせんはんとう たいりく

ぜんぽうこうえんふん きゅうしゅう とうほく ちほう ひろ み わ

かくち こめ つく がいこく おう にほん おさ

やまと せいけん ちから かくち ひろ じょうもん じだい つづ

やまたいこく おさ じょおう

ひみこ ほうじょう まさこ せいしょうなごん むらさきしきぶ

じょうもん じだい ひとびと あいだ おお みぶん さ

おう けらい わ ぶし ひゃくしょう わ

きぞく おさ おお さ かんが

じょうもん どき おも なに つか

まつ な た もの に こふん なら

いね ほ と

ひみこ くに おさ つた

てっぽう たたか おお ふね ぼうえき ひとびと したが

せんきょ えら

じめん むかし ひと あと どうぐ しら なん

はっくつちょうさ せろん ちょうさ こくせいちょうさ こうつうりょうちょうさ



20 弥生時代に、祭りの道具として使われたと考えられる青銅器は?

アはにわ イ 土偶 ウ 銅鐸 エ瓦 こたえ 

やよい じだい まつ どうぐ つか かんが せいどうき

どぐう どうたく かわら



こたえ　しょう6 しゃかい「縄文・弥生・古墳の 時代」 その1

1  ア 水田や農具の跡

2  イ 強い力を持つ王や豪族がいたこと

3  エ 薄くてかたく、赤褐色をしている

4  エ 貝塚

5  エ 丸木舟

6  ア 古墳時代

7  ウ 古墳時代

8  ウ 水や食べ物が得やすい場所

9  ウ 狩りや漁、木の実の採集

10  エ 米作り(稲作)

11  ア はにわ

12  ウ 円墳

13  ア 中国や朝鮮半島

14  ウ 大和政権の力が各地に広がったこと

15  ア 卑弥呼

16  エ 大きな差はなかったと考えられている

17  イ 食べ物を煮たり、たくわえたりする

18  ウ うらないやまじないで人々を従えた

19  ア 発掘調査

20  ウ 銅鐸


